
 

                                    

                                     

                                     

                                     

令
和
４
年
３
月
６
日

（
日
）
水
都
大
阪
の
象
徴

で
も
あ
る
、
国
指
定
重
要

文
化
財
「
大
阪
市
中
央
公

会
堂
」
に
お
い
て
、
第
67

回
そ
ろ
ば
ん
優
秀
生
徒
表

彰
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
式
典

の
時
間
短
縮
を
図
り
、
来

館
者
数
を
、
半
数
に
制
限

し
表
彰
生
お
よ
び
保
護
者

に
マ
ス
ク
着
用
・
検
温
・

手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

健
康
観
察
表
の
提
出
な
ど
、

徹
底
し
た
感
染
症
対
策
の

も
と
、
３
年
ぶ
り
の
会
場

で
の
開
催
と
な
っ
た
。 

表
彰
に
先
立
ち
、
櫻
井

行
雄
支
部
長
か
ら
表
彰
生

に
「
は
じ
め
て
そ
ろ
ば
ん

に
触
れ
た
慣
れ
な
い
指
使

い
か
ら
、
今
日
と
い
う
日

に
至
る
ま
で
、
続
け
て
い

く
こ
と
で
栄
光
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
『
継
続

は
力
な
り
』
を
君
た
ち
が

身
を
も
っ
て
証
明
し
て
こ

ら
れ
た
。
日
本
の
文
化
・

教
育
・
伝
統
で
あ
る
『
そ

ろ
ば
ん
』
を
、
次
の
世
代

に
引
き
継
ぎ
が
で
き
る
に

は
、
本
日
表
彰
さ
れ
た
君

た
ち
の
力
が
必
要
で
あ
り
、

個
々
の
目
標
を
一
つ
上
げ

努
力
す
る
こ
と
を
期
待
し
、

こ
ど
も
た
ち
の
育
成
に
お

し
み
な
い
協
力
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。」と
挨
拶

を
さ
れ
た
。 

澤
田
悦
子
本
部
理
事
よ

り
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
会

場
開
催
の
英
断
を
さ
れ
た

大
阪
府
支
部
に
感
謝
の
意

を
表
さ
れ
、「
コ
ロ
ナ
禍
の

厳
し
い
制
限
の
中
、
素
晴

ら
し
い
中
央
公
会
堂
に
お

い
て
表
彰
さ
れ
る
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。」と
表
彰
生
の
栄
光

を
称
え
ら
れ
「
人
間
は
ひ

と
り
で
は
生
き
て
は
い
け

な
い
。
多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
て
い
る
。
夢
に
向
か

っ
て
努
力
す
る
こ
と
で
、

願
い
は
叶
え
ら
れ
る
。」と

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。 

本
年
度
の
そ
ろ
ば
ん
優

秀
生
徒
表
彰
生
は
、
本
部

表
彰
193
名
、
支
部
表
彰

89
名
、
特
別
表
彰
５
名
。

櫻
井
行
雄
支
部
長
よ
り
一

人
ひ
と
り
に
「
お
め
で
と

う
」
の
言
葉
と
と
も
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。
マ

ス
ク
越
し
で
は
あ
っ
た
が

表
彰
生
の
元
気
な
返
事
と

ひ
と
目
で
笑
顔
と
わ
か
る

目
元
が
と
て
も
印
象
的
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
表
彰

生
全
員
が
後
方
に
向
か
い

姿
勢
を
正
す
と
、
保
護
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら

れ
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
お

い
て
、
そ
ろ
ば
ん
の
歴
史

や
、
全
国
珠
算
教
育
連
盟

の
活
動
内
容
な
ど
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
上
映
さ
れ
る
と
、

館
内
は
静
寂
を
取
り
戻
し

た
が
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算

抽
選
会
が
行
わ
れ
る
と
、

会
場
の
空
気
は
一
転
し
て

こ
ど
も
た
ち
の
歓
声
に
包

ま
れ
た
。 

 

第
67
回
そ
ろ
ば
ん
優

秀
生
徒
表
彰
式
典
は
、
感

動
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
無

事
に
終
了
と
な
っ
た
。 

（
広
報
部
） 
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姿
勢

は
、
そ

ろ
ば

ん
の

指
導

を
す

る
立

場
に

お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち

の
習
い
事
が
多
種
多
様
化

し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、

何
か
大
き
な
ヒ
ン
ト
が
隠

さ
れ
て
い
る
気
が
し

た
。・
西
岡
佳
一
氏 

藤
井

美
保
子
氏
、
書
記
・
芝
野

加
代
子
氏
、
議
事
録
署
名

人
・
大
参
常
美
氏 

福
島

温
男
氏
）、議
事
進
行
に
入

っ
た
。 

議
題
イ
、
平
成
28
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
と
収
支
差
額
金
処
分
案

の
件
で
は
櫻
井
支
部
長
が

事
業
報
告
、
大
島
総
務
部

長
が
決
算
報
告
、
花
谷
監

査
が
監
査
報
告
を
行
っ
た

後
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
た
。 

議
題
ロ
、
支
部
会
則
・

支
部
施
行
細
則
改
正
の
件

も
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。 

執
行
部
報
告
で
は
、
研
修

部
か
ら
生
徒
作
品
の
締
切

り
が
10
月
31
日
（
火
）
と
、

昨
年
よ
り
１
ケ
月
早
ま
っ

た
事
。
検
定
部
よ
り
４
級

以
下
の
受
験
者
が
減
っ
て 

の
お
願
い
。
競
技
部
か
ら

は
全
日
本
大
会
￥
の
報
告
。

厚
生
部
か
ら
生
徒
表
彰
式 

 

       
 

    

令
和
４
年
４
月
３
日

(

日)

午
前
10
時
よ
り
、
大

阪
府
支
部
２
階
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
全
日
本
珠
算

選
手
権
大
会
の
代
表
選
考

会
が
実
施
さ
れ
た
。 

23
名
（
小
学
生
の
部
８

名
・
中
学
生
の
部
10
名
・

高
校
一
般
の
部
５
名
）
の

選
手
の
参
加
で
行
わ
れ
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
互

い
に
競
い
合
っ
た
。 

 【
各
部
門
代
表
選
手
】 

小
学
生
の
部 

 

 

行
広
龍
飛
１
１
６
５
点 

中
学
生
の
部 

 

 

江
口
尊
琉
１
４
１
０
点 

高
校
・
一
般
の
部 

 

植
西
亮
太
１
３
７
０
点 

  

         

                            

     

が
待
ち
受
け
て
い
る
の
か

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。」
と

述
べ
ら
れ
、
出
場
選
手
を

激
励
し
た
。
今
年
も
韓
国

 

令和 4 年 5 月 29 日（日）    全 珠 連 お お さ か          （２） 
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表彰生の皆さま、おめでとうございます！ 

 

 

 

 

    

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会 

代
表
選
考
会 

 

 
 

 

令和４年度 

全日本通信珠算競技大会 大阪府大会 

日時  令和４年１０月１０日（月）祝日 

会場  「エル大阪」 

（詳細は競技部より、連絡があります。） 

令和４年度全日本珠算選手権大会 
 

日時  令和４年８月８日（月） 

    午前１２時開会 午後５時閉会 

会場  「国立京都国際会館」 



か
ら
の
招

待
選
手
５

名
が
参
加

し
紹
介
さ

れ
た
後
、
連

盟
よ
り
昨

年
の
「
そ
ろ

ば
ん
日
本

一
」
の
竹
澤

祥
加
選
手

(

千
葉
県)

に
読
上
暗

算
日
本
一

１０
回
達
成

の
偉
業
を

称
進
ん
だ
。

決
勝
で
は

土
屋
宏
明

選
手(

宮
城

県)

が
接
戦

を
制
し
１０

度
目
の
「
そ

ろ
ば
ん
日

本
一
」
の
栄

冠
を
手
に

し
た
。
土
屋

選
手
は
壇

上
で
何
と

も
言
え
な

い
達
成
感

に
包
ま
れ

て
い
る
と

笑
顔
で
感

想
を
述
べ 

                                  

                                  

令
和
４
年
４
月
17
日

（
日
）
午
前
10
時
か
ら
、

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ

タ
ワ
ー
３
Ｆ
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
ル
ー
ム
に
お
い
て
、

令
和
３
年
度
臨
時
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
開
会
の
前

に
、
本
年
度
に
、
ご
逝
去

さ
れ
た
会
員
の
御
親
族
に

哀
悼
の
意
を
表
し
、
黙
祷

を
捧
げ
た
。 

櫻
井
行
雄
支
部
長
が
挨

拶
の
中
で
、
厳
し
い
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
に
お
い
て
新

入
生
獲
得
の
為
に
、
日
々

努
力
さ
れ
て
い
る
会
員
の

労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
た
。 

 
 
 
 

顧
問
代
表
挨
拶
で
は
山

口
勝
義
氏
が
、
昨
今
の
世

界
情
勢
を
交
え
な
が
ら
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
、

大
変
な
状
況
で
は
あ
る
が
、

会
員
の
先
生
方
の
日
々
の

努
力
で
仕
事
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
、
組
織
の
充
実

に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
。
」と
挨
拶
さ
れ
た
。 

本
部
・
支
部
・
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
・
大
阪
連
合
・
近

畿
連
合
の
状
況
報
告
に
お

い
て
、
櫻
井
行
雄
支
部
長

が
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。 

◎
３
月
26
・
27
日
に
第 

 

68
回
全
国
珠
算
研
究

集
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
、
540
名
の
先

生
方
が
参
加
さ
れ
た
。 

◎
令
和
４
年
１
月
３
日
に 

 

大
阪
天
満
宮
に
お
い
て

約

400
名
の
参
加
者
の

も
と
、
新
春
は
じ
き
初

め
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

◎
令
和
４
年
２
月
６
日
に

大
阪
商
業
大
学
に
お
い

て
第

65
回
全
大
阪
学

年
別
珠
算
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。 

◎
令
和
４
年
３
月
６
日
に

大
阪
市
中
央
公
会
堂
に

お
い
て
第
67
回
そ
ろ

ば
ん
優
秀
生
徒
表
彰
式

典
が
３
年
ぶ
り
に
会
場

開
催
さ
れ
た
。 

◎
近
畿
連
合
は
、
そ
ろ
ば

ん
の
Ｐ
Ｒ
（
Ⅽ
Ⅿ
・
Ｈ

Ｐ
等
）
を
主
体
と
し
て

活
動
。
新
入
生
増
加
対

策
の
一
環
と
し
て
、
教

室
運
営
の
一
助
を
担
う

よ
う
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
作

成
・
販
売
。 

◎
令
和
４
年
５
月
15
日

近
畿
連
合
総
会
を
ア
ー

ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ

ワ
ー
に
お
い
て
開
催
。 

大
阪
府
支
部
状
況
報
告
の 

中
で
、
谷
元
明
光
氏
の
監 

査
就
任
の
了
承
が
得
ら
れ 

た
。 

 

総
会
成
立
宣
言
は
現
在 

会
員
数
93
名
、
出
席
者
数 

35
名
・
委
任
状
数
45
名 

で
成
立
宣
言
が
行
わ
れ
た
。 

湊
隆
之
副
支
部
長
を
議
長 

と
し
て
、
議
長
団
（
副
議 

長
・
森
川
智
笑
子
氏
・
櫻 

井
裕
士
氏
、
書
記
・
今
福 

知
子
氏
、
議
事
録
署
名
人 

井
村
里
絵
子
氏
・
山
地
良 

子
氏
）
が
選
出
さ
れ
議
題 

審
議
に
入
っ
た
。 

            

令
和
４
年
度
事
業
計
画 

案
・
収
支
予
算
案
承
認
の 

件
に
つ
い
て
は
、
上
村
亘 

総
務
部
長
よ
り
、
修
正
予 

算
案
に
基
づ
い
て
報
告
さ 

れ
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認 

さ
れ
た
。 

 

執
行
部
報
告
で
は
、
検 

定
部
か
ら
、
４
月
検
定
時 

点
で
、
受
験
者
数
が
昨
年 

比
85.

２
％
で
減
少
傾
向 

に
あ
り
受
験
者
数
の
増
加 

に
協
力
を
求
め
ら
れ
た
。 

競
技
部
か
ら
、
４
月
３
日 

に
大
阪
府
支
部
２
階
に
て 

23
名
の
参
加
の
も
と
、
令 

和
４
年
度
全
日
本
珠
算
選 

手
権
大
会
の
代
表
選
考
会 

が
実
施
さ
れ
た
。
厚
生
部 

か
ら
３
月
６
日
の
そ
ろ
ば 

ん
優
秀
生
徒
表
彰
式
典
が 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い 

制
限
の
中
で
は
あ
っ
た
が 

会
員
の
協
力
の
も
と
無
事 

に
成
功
に
終
わ
っ
た
と
話 

さ
れ
た
。
最
後
に
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
委
員
長
の
大
島
な 

を
子
氏
よ
り
会
員
専
用
ペ 

ー
ジ
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

が
あ
り
、
支
部
Ｈ
Ｐ
の
充 

実
を
図
る
と
と
も
に
、
会 

員
の
先
生
方
が
有
効
活
用 

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
話 

さ
れ
た
。
（
広
報
部
） 

         

 

（３）           全 珠 連 お お さ か   令和 4 年 5 月 29 日（日） 

 

令
和
３
年
度 

臨
時
総
会 

令
和
４
年
４
月

17

日 

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー 

 
 

 



                                   

                       

検
定
試
験
委
員
委
嘱
講

習
会
に
参
加
し
て
参
り
ま

し
た
。
講
師
を
務
め
ら
れ

た
櫻
井
行
雄
支
部
長
か
ら

は
、
ま
ず
、
改
め
て
、
検

定
試
験
に
際
し
て
の
基
本

的
な
徹
底
事
項
と
し
て
、

試
験
委
員
と
し
て
の
身
だ

し
な
み
や
モ
ラ
ル
・
名
札

着
用
の
必
須
等
の
ご
説
明

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
続
け 

     て
、
検
定
試
験
施
行
に
あ

た
っ
て
の
注
意
事
項
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
対
応
の
増
え

た
欠
席
者
の
取
り
扱
い
や
、

地
震
等
の
災
害
時
の
対
応 

に
つ
い
て
も
丁
寧
に
お
話 

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
最
後
に
採
点
の
件
に
関

し
て
は
、
数
字
の
書
き
方

を
始
め
、
コ
ン
マ
と
小
数

点
の
区
別
、
応
用
計
算
に 

お
け
る
単
位
の
記
入
の
仕

方
、
解
答
訂
正
時
の
記
入

方
法
等
を
た
く
さ
ん
の
具

体
例
を
ご
提
示
の
上
、
詳

し
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

年
次
的
に
初
め
て
の
検

定
試
験
委
員
委
嘱
講
習
会

で
し
た
の
で
、
各
内
容
の

再
確
認
、
整
理
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
数
字
や
解
答

の
記
入
方
法
に
つ
い
て
は
、

日
頃
か
ら
教
室
に
て
生
徒

の
皆
さ
ん
に
繰
り
返
し
指

導
し
て
い
て
も
、
な
か
な

か
改
善
さ
れ
な
い
場
合
が

多
い
の
が
現
状
で
す
が
、 

記
入
に
よ
る
点
数
の
取
り 

こ
ぼ
し
の
な
い
よ
う
に
改

め
て
し
っ
か
り
と
指
導
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。「
櫻
井
支
部
長
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

（
一
地
区 

小
上
馬
彩
） 

        

                    

令
和
４
年
４
月
17
日

（
日
）
山
口
大
仁
検
定
部

長
に
よ
る
、
令
和
３
年
度

本
部
珠
算
指
導
者
講
習
会

演
題
「
応
用
計
算
解
説
」

の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

第

410
回
検
定
試
験
よ

り
応
用
計
算
問
題
が
一
部

改
定
さ
れ
、
指
導
し
や
す

い
問
題
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
今
よ
り
さ
ら
に
応

用
計
算
問
題
に
取
り
組
も

う
と
、
熱
意
を
も
っ
た
71

名
の
会
員
が
参
加
さ
れ
た
。 

 

先
生
自
ら
、
作
成
さ
れ

た
段
位
応
用
計
算
模
擬
問

題
を
資
料
に
、
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
を
使
用
し
詳
し
く

解
説
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

講
習
会
が
始
ま
っ
て
す

ぐ
、
段
位
応
用
計
算
模
擬

問
題
を
、
支
部
長
は
じ
め

各
執
行
部
長
、
各
地
区
長

の
先
生
方
に
も
解
い
て
い

た
だ
き
、
各
自
、
解
答
を

発
表
。
山
口
大
仁
氏
か
ら

「
ご
め
い
！
」
の
声
が
で

る
度
に
、
会
場
は
笑
顔
と

笑
い
声
で
溢
れ
て
い
た
。 

今
回
か
ら
削
除
さ
れ
る

問
題
（
株
式
の
利
回
り
の

問
題
・
グ
ロ
ス
の
問
題
）

追
加
さ
れ
た
問
題
（
比
・

速
さ
の
問
題
）（
最
小
公
倍

数
・
最
大
公
約
数
の
問
題
）

（
原
価
を
求
め
る
問
題
）

に
も
触
れ
ら
れ
、
参
加
さ

れ
た
先
生
方
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
文
章
題
で
出
題

さ
れ
て
い
る
複
利
計
算
の

問
題
で
は
、
応
用
計
算
付

表
が
廃
止
さ
れ
、
各
問
題

に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 

応
用
計
算
問
題
の
複
利

終
価
率
・
複
利
原
価
率
・

複
利
年
金
終
価
率
・
複
利

年
金
原
価
率
の
公
式
も
丁

寧
に
説
明
を
な
さ
れ
た
。 

            

特
に
、
加
乗
法
・
減
乗

法
を
使
用
し
た
応
用
計
算

方
法
に
は
、
と
て
も
驚
き

持
参
し
た
そ
ろ
ば
ん
で
楽

し
く
弾
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
会
場
内
を
見
渡

す
と
、
算
法
に
長
け
て
お

ら
れ
る
先
輩
先
生
方
は
軽

や
か
に
そ
ろ
ば
ん
を
弾
か

れ
て
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ

を
感
じ
さ
せ
る
笑
顔
が
、

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

           

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
が
パ

ソ
コ
ン
の
普
及
と
と
も
に

社
会
に
広
く
浸
透
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
珠
算
式

暗
算
が
脚
光
を
浴
び
て
い

る
。
暗
算
能
力
の
向
上
が

こ
ど
も
た
ち
の
将
来
に
大

き
く
役
立
つ
こ
と
は
、
紛

れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。 

が
、
し
か
し
加
乗
法
・
減

乗
法
な
ど
色
々
な
算
法
を

使
用
す
る
と
、「
そ
ろ
ば
ん
」

が
計
算
器
具
と
し
て
、
優

れ
て
い
る
こ
と
も
、
ま
た

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
き

な
価
値
の
よ
う
に
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

（
広
報
部
） 

 

令和 4 年 5 月 29 日（日）    全 珠 連 お お さ か        （４） 

令
和
３
年
度 

本
部
指
導
者
講
習
会 

 
 

検
定
試
験
委
員
委
嘱
講
習
会 

講
師 
櫻
井 

行
雄 

大
阪
府
支
部
長 

「
応
用
計
算
解
説
」 

講
師 

山
口 

大
仁 

検
定
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 



                                  

                                  

令
和
４
年
３
月
26
・

27
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
第
68
回
全
国
珠
算
研

究
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

兵
庫
県
姫
路
市
で
開
催
予

定
で
あ
っ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
な
り
、

全
国
か
ら
540
名
の
先
生

方
が
参
加
さ
れ
た
。 

大
阪
府
支
部
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境

や
、ZO

O
M

の
取
り
扱
い
な

ど
の
問
題
点
を
考
慮
し
て
、

大
阪
府
支
部
２
階
で
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
多
数
の
先
生

方
が
一
堂
に
会
せ
る
よ
う

に
会
場
が
設
営
さ
れ
た
。

大
阪
府
支
部
で
は
30
名

の
参
加
者
の
内
、
16
名
の

会
員
の
先
生
方
が
会
場
で

の
参
加
と
な
っ
た
。 

初
日
の
定
刻
13
時
45

分
に
な
る
と
、
工
藤
壽
和

理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、

開
催
担
当
支
部
の
奥
野
宜

孝
兵
庫
県
支
部
長
が
挨
拶

を
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
、
全
珠
連
会
員

に
学
ぶ
機
会
を
絶
や
さ
な

い
と
い
う
強
い
思
い
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。 

第
１
講
座
「
新
応
用
計

算
に
つ
い
て
」
で
は
、
検

定
競
技
委
員
長
で
あ
ら
れ

る
山
戸
克
弘
氏
に
よ
り
講

義
が
あ
っ
た
。
消
費
税

率
・
面
積
・
文
章
題
を
よ

り
適
切
な
文
言
に
修
正
・

変
更
な
ど
が
あ
り
、
段
位

の
問
題
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
追
加
・
削
除
さ
れ
る

問
題
等
が
あ
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。 

          

応
用
計
算
問
題
を
よ
り

学
校
の
算
数
教
育
に
寄
せ

る
こ
と
で
、
保
護
者
や
社

会
に
全
珠
連
検
定
の
魅
力

を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。 

第
２
講
座
「
教
具
と
し

て
の
そ
ろ
ば
ん
の
魅
力
と

イ
ギ
リ
ス
で
の
活
動
に
つ

い
て
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス

在
住
のHoult

知
子
氏
よ

り
イ
ギ
リ
ス
と
の
生
中
継

で
講
演
が
な
さ
れ
た
。
文

化
の
違
う
国
で
そ
ろ
ば
ん

指
導
を
す
る
難
し
さ
や
、

そ
の
中
で
あ
る
か
ら
こ
そ

発
見
で
き
た
教
具
と
し
て

の
そ
ろ
ば
ん
の
魅
力
。『
そ

ろ
ば
ん
は
世
界
で
唯
一
、

十
進
法
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
教
具
で
あ

る
。』
そ
し
て
、
こ
の
魅
力

を
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

に
も
発
信
し
、
現
代
に
そ

ろ
ば
ん
の
必
要
性
を
伝
え

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を

話
さ
れ
た
。 

           

２
日
目
の
第
４
講
座

「
珠
算
人
は
い
つ
で
も
二

刀
流
」
で
は
、
沖
縄
県
の

上
江
洲
由
樹
氏
よ
り
講
演

が
な
さ
れ
た
。『
特
技
＝
そ

ろ
ば
ん
』
の
指
導
『
趣
味

＝
そ
ろ
ば
ん
』
に
す
る
指

導
と
し
て
、
生
徒
た
ち
に

安
心
感
を
与
え
る
た
め
に
、

常
に
前
向
き
な
言
葉
を
か

け
続
け
る
。
入
塾
し
た
頃

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
さ

せ
る
よ
う
に
、
お
互
い
に

慣
れ
な
い
よ
う
言
葉
遣
い

や
接
し
方
に
気
を
遣
っ
て

い
る
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

そ
ろ
ば
ん
指
導
を
通
し

て
、
こ
ど
も
た
ち
の
自
主

性
を
引
き
出
し
、
そ
の
結

果
に
達
成
感
を
与
え
て
あ

げ
る
こ
と
で
、
こ
ど
も
た

ち
は
、
自
ら
努
力
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
の
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
し

た
。 上

江
洲
先
生
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
親
し
み
や
す
さ
、

こ
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う

熱
意
が
素
晴
ら
し
い
教
室

を
作
り
上
げ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。 

２
日
間
に
わ
た
り
全
国

珠
算
研
究
集
会
に
参
加
し

て
、
素
晴
ら
し
い
３
名
の

講
師
陣
よ
り
、
と
て
も
貴

重
な
お
話
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、

対
面
で
先
生
方
と
お
話
し

す
る
機
会
も
少
な
く
な
り

ど
こ
か
閉
塞
感
に
覆
わ
れ

た
日
々
を
過
ご
し
、
自
問

自
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら

そ
ろ
ば
ん
指
導
を
お
こ
な

っ
て
い
た
日
常
で
し
た
が

今
回
の
研
究
集
会
に
参
加

し
て
、
改
め
て
「
学
ぶ
気

持
ち
の
大
切
さ
」「
学
ぶ
気

持
ち
の
楽
し
さ
」
を
思
い

出
し
、
基
本
に
立
ち
返
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

最
後
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
研
究
集
会
を
準
備

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
研

修
学
教
委
員
の
先
生
方
、

素
晴
ら
し
い
講
演
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
３
名
の

講
師
の
先
生
方
、
会
員
に

学
ぶ
機
会
を
絶
や
さ
な
い

熱
意
と
信
念
を
感
じ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
全
国
珠
算

教
育
連
盟
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。（
広
報
部
） 

            

  

 

（５）           全 珠 連 お お さ か   令和 4 年 5 月 29 日（日） 

第６８回 全国珠算研究集会 オンライン開催 

令和４年３月２６日・２７日  会場 大阪府支部２階 

 

 

 



  

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
  

 

  

〈
常
任
委
員
会
〉 

日
程 

 
令
和
４
年
２
月
20
日 

場
所 
大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 
17
名 

１
．
本
部
・
支
部
・
近
畿 

 

ブ
ロ
ッ
ク
・
大
阪
連

合
会
・
近
畿
連
合
会

状
況
報
告 

２
．
令
和
４
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
審
議

に
つ
い
て 

３
．
第
67
回
そ
ろ
ば
ん
優

秀
生
徒
表
彰
式
典
に

つ
い
て 

４
．
各
執
行
部
報
告 

５
．
そ
の
他 

               

  

６
月
19
日 

 
 

偶
数
月
検
定
試
験 

６
月
17
日 

 
 

監
査
会 

７
月
24
日 

 
 

第
410
回
検
定
試
験 

７
月
31
日 

 
 

常
任
委
員
会 

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会
練
習
会 

８
月
８
日 

 
 

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会 

８
月
９
日 

 
 

理
事
会 

８
月
21
日 

 
 

通
常
総
会
・
本
部
講

習
会
・
会
員
親
睦
会 

８
月
28
日 

 
 

偶
数
月
検
定
試
験 

 
 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
（
兵
庫
県
） 

９
月
３
日 

 
 

本
支
部
連
絡
協
議
会

分
科
部
会 

９
月
４
日 

顧
問
連
絡
会
・
役
員

研
修
会 

９
月
18
日 

 
 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
親
睦
会
（
兵
庫
県
） 

９
月
24
日 

 
 

全
珠
連
創
立
記
念
日 

９
月
25
日 

 
 

第
411
回
検
定
試
験 

 

                                  

                                  

                   
 

               

      

諸
会
議
行
事
報
告 

 
 

編
集
後
記 

 

「
お
お
さ
か
」
３
５
０
号
の
発

行
に
あ
た
り
、
ご
協
力
・
ご
助
言

を
下
さ
っ
た
諸
先
輩
先
生
方
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
社
会
に
お
い

て
、
珠
算
教
育
の
現
場
で
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
ど

も
た
ち
の
習
い
事
の
多
様
化
・
低

年
齢
か
ら
の
学
習
塾
・
少
子
化
な

ど
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

拍
車
を
か
け
て
い
る
。
自
塾
に
お

い
て
も
、
試
行
錯
誤
し
て
、
打
開

策
や
良
案
を
と
考
え
て
い
る
。 

試
行
錯
誤
は
、
ト
ラ
イ
&
エ
ラ

ー
と
同
意
義
で
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。（
正
確
に
は
ト
ラ
イ
ア
ル
＆
エ

ラ
ー
）
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
は
、
Ｉ

Ｔ
業
界
の
シ
ス
テ
ム
開
発
で
よ
く

使
わ
れ
る
言
葉
で
す
。
思
い
つ
い

た
方
法
を
何
度
も
試
し
、
失
敗
を

重
ね
る
こ
と
で
問
題
点
を
解
決
し

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
行
動

様
式
に
な
り
ま
す
。 

失
敗
を
恐
れ
ず
に
何
度
も
挑
戦

す
る
と
こ
ろ
が
、
試
行
錯
誤
の
一

番
大
切
な
部
分
に
な
り
ま
す
。 

 

大
阪
府
支
部
の
会
員
の
知
恵
を

出
し
合
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
ト
ラ

イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
す
こ
と
で

こ
れ
か
ら
明
る
い
珠
算
の
未
来
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
広
報
部
） 

 

 

６・８月検定試験のお知らせ 
 

○ 珠算４級～15級 

○ 暗算１級～10級 
 

★申込期日締切日 

６月 01日(水) 午前 10時 

８月 03日(水) 午前 10時 

★検定結果報告締切日 

６月 20日(月) 午前 10時 

８月 29日(月) 午前 10時 

 

★申込期日・検定結果報告は支部への

提出日です。期日は厳守して下さい。 

★受験者数増加をおねがいします。 

 

 令和４年５月１５日（日）アートホテル大阪ベイタワ

ーにて開催された、近畿連合総会・懇親会の様子。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 次回、広報誌３５１号にて記事・詳細を掲載します。 

 

行
事
予
定 

大阪府支部 事務局 夏季休暇 

令和４年８月１２日（金）～１５日（月） 

業務開始は、令和４年８月１６日（火）

午前９時３０分から。 

 

令和 4 年 5 月 29 日（日）    全 珠 連 お お さ か        （６） 

令和４年度通常総会 

日時 令和４年８月２１日（日）午前１０時 

会場 アートホテル大阪ベイタワー 

本部指導者講習会 

日時 令和４年８月２１日（日）午後１時 

講師 澤田悦子氏 

★詳細は、後日支部より連絡があります。 

 

  

 


